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活動報告 

●食品・環境放射能測定  

食品・環境放射能測定については、トータル測定数が 324件となり、平成 30年度と比較

すると 11件減とほぼ横ばいとなっています【表 1】。 

測定検体の傾向としては、前年度から行っていた「生活に密着した放射能測定」事業が終

了し、流通品測定事業が中心になりました。これは、『みんなのデータサイト』で行った「2019

全国たけのこ無料測定キャンペーン」も含め、流通食品に注力して測定を進めたことにより

ます。結果として、食品が全体の 63 %と 3分の 2近くを占め、残り 3分の 1 のうち、環境

が 14.2 %、土壌が 22.8 %といった割合です【表 2・同グラフ】。  

「流通品測定プロジェクト」については、食品のリクエストをもらって測定を進める方向

で考えていたのですが、思ったほどリクエストが集まらないという結果になりました。積極

的に関わってくれたのはごく少数の方のみで、原発事故から 9年目を迎えて、市井の人々の

意識が変化したことをあらためて実感した 1年でした。 

また、みんなのデータサイトからは、令和元年 10月 12日の台風 19号による大雨で決壊

した川からの氾濫土を測定する「台風 19号水害被災地 土壌放射能調査」を行ないました。

今年度の土壌測定は、このプロジェクトを中心に行ったことになります。こちらも氾濫土を

募っていたのですが、少数の積極的な協力者が県内(いわき市、須賀川市、本宮市、二本松

市)と回って採取してくれたことで形になりました。 

下半期からは、伊達市の除染区分で C 地区となる地域を中心として空間放射線量と土壌

測定を行なう「伊達市測定プロジェクト」を開始しましたが、季節が冬となったため出足が

低調となってしまいました。「流通品測定プロジェクト」と同じく、放射能にまつわる関心

の低下は如何ともしがたいといえるでしょう。春先にかけては、COVID-19（新型コロナウイ

ルス感染症）の影響からコミュニケーションを取っての測定が難しく、測定数が伸び悩んで

います。 

 

最後に、今年度も 10 月下旬にゲルマニウム半導体検出器が故障し、その修理にともなっ

て三週間ほど測定が滞りました。 

 

「生活に密着した放射能測定」「流通品測定プロジェクト」は『JT NPO応援プロジェクト』 

の助成金を、また、「伊達市測定プロジェクト」は「『５』のつく日。JCBで復興支援」の寄

附金を活用させていただきました。 
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【表 1】 平成 31年・令和元年度別測定件数 

平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 31 年 ・令和元年度 

794 591 661 752 611 335 324 

 

【表 2】 平成 31年・令和元年度食品・環境試料測定件数 

  環境(Ge) 土壌(Ge) 食品(Ge) 
環境

(AT1320A) 

土壌

(AT1320A) 

食品

(AT1320A) 
合計(件) 

平成 31 年 4 月 8 6 8 0 0 0 22 

令和元年 5 月 1 1 20 0 0 2 24 

6 月 4 1 15 0 0 0 20 

7 月 17 5 22 0 0 0 44 

8 月 6 3 19 0 0 0 28 

9 月 3 4 32 0 0 0 39 

10 月 0 8 15 0 0 0 23 

11 月 0 11 15 0 0 1 27 

12 月 3 15 20 1 0 0 39 

令和 2 年 1 月 0 4 20 0 0 0 24 

2 月 2 14 6 0 0 0 22 

3 月 1 2 9 0 0 0 12 

令和元年度 計 45 74 201 1 0 3 324 

平成 30 年度 計 113 46 175 0 0 1 335 

Ge＝ゲルマニウム半導体検出器、 AT1320A ＝ 簡易食品測定器(NaIシンチレーター) 

 

【同グラフ】 平成 31年・令和元年度食品・環境試料測定件数 
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【表 3】 外部からの依頼件数 

  
全測定数

(件) 

外部依頼数

(件) 

外部から依頼

割合 
備考(主な依頼者) 

平成 31年 

4月 
22 6 27.3 % 「賛助会員」 

令和元年 

5月 
24 5 20.8 % 「賛助会員」 

6月 20 4 20.0 % 「賛助会員」 

7月 44 29 65.9 % 「賛助会員」 

8月 28 13 46.4 % 「賛助会員」 

9月 39 18 46.2 % 「食品会社」「賛助会員」 

10月 23 11 47.8 % 「食品会社」「賛助会員」 

11月 27 16 59.3 % 「食品会社」「賛助会員」 

12月 39 16 41.0 % 「食品会社」「賛助会員」 

令和 2年 

1月 
24 7 29.2 % 「食品会社」 

2月 22 18 81.8 % 「賛助会員」 

3月 12 2 16.7 % 「賛助会員」 

合計 324 145 44.8 %   

 

【同グラフ】 外部からの依頼件数 
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●ホールボディーカウンタ（WBC）測定事業 

 ホールボディカウンタ測定については、平成 31 年・令和元度も農業者団体の測定を中心

に行いました。 

 

1. 平成 31年・令和元年度の WBC測定実績 

平成 31 年・令和元年度の測定総数は、のべ 19 名となっています。そのうち、15 名が

定期的に測定している農業者の方々で、年齢的には 50代以上の方がほとんどを占めてい

ます。セシウム 137が検出された方の人数は、19名中のうち 1名（5.3 %）でした。なお、

セシウム 134、137がともに検出された方はいませんでした。 

また、平成 30年度から引き続き、定期的に年二回行なっていた農業者の方々の測定が

今年度も一回だけとなりました。【表 4】 

 

【表 4】 

年月 WBC事業内容 

令和元年 11月 ゆうきの里東和ふるさと協議会第 13回 WBC測定 

 

2. WBC校正およびファントム・線源貸出事業 

WBCのバックグランド校正および貸出等を下記のとおり 3回行いました。【表 5】   

 

【表 5】 

年月 依頼先 作業内容 

令和元年 8月 那須町保健センター WBC BG校正 

令和元年 10月 NPO法人いわき放射能市民測定室 WBC BG校正 

令和元年 10月 NPO法人ふくしま 30 年プロジェクト WBC BG校正 

 

 

●ふくしまくらす交流会 

 平成 31 年・令和元年度での、ふくしまくらす交流会の開催は無しという結果になりまし

た。事業計画では開催を計画していたのですが、中心となるスタッフが休職したことで企画

から停滞し開催へといたることができませんでした。また、今後は COVID-19 の影響も鑑み

ていかなければならない状況で、開催の形態も含めて定期的な継続について判断しなけれ

ばならないと思われます。 
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●勉強会 

 これまで、勉強会の参加者人数は内容よりも、講師の知名度に左右される面が大きかった

と思われます。そこで、合計 7回開催した勉強会のうち 4月に開催した 2回は、『「図説」17

都県放射能測定マップ＋読み解き集』の解説も行うことを告知し、放射能問題に関心のある

方々への参加を募ることでの相乗効果を狙ってみましたが、目立った増加はなかったよう

です。 

 それとは反対に最も参加者が多かったのが、5 月 18 日に NPO 法人チェルノブイリ医療支

援ネットワークと共催した、ベラルーシの甲状腺専門医 3 人による講演会でした。61 名と

いう参加者数は、近年に福島県内で開催したイベントのなかで最も多く、ベラルーシ現役の

専門医の話を聞くことができるという特別感が市民の関心を引いたと思われます。ただし、

この会も 30～40代の参加者は少なく、60代以上が主だった年代でした。子育て世代の参加

が振るわなかったことは、講演会の開催日が学校の運動会と重なったこともありますが、甲

状腺がんというテーマが保護者世代にとって、いずれにも優先する事案ではなくなった感

があります。 

令和 2年 1月に行った「東電廃炉資料館・コミュタン福島」見学バスツアーについては、

平成 30 年から開始して 2 回目だったのですが前回よりも注目度が高く、定員 20 名を超え

ての申込みがありました。最終的に 2 名の方をお断りせざるを得なかったのですが、平成

30 年 12 月時は 10 名程度の参加者であったことと比較すると、今回は 3.11 から 10 年目を

目前にしてというタイミングで関心の高まりがあったのかもしれません。 

このなかで、東電廃炉資料館は原発災害の中心である第一原発に焦点を当てた施設であ

るため、参加者の関心はコミュタン福島よりも高かったようです。ただし、東電廃炉資料館

については第一原発内のみの事象だけを追いかける施設であるため、立地する双葉町や大

熊町を含めた動きが分からないことに不満を持つ参加者もいました。現時点では、第一原発

の災害を知る施設は「点」の情報しか提供できておらず、それら点の情報をつないだうえで、

さらに立体的に事象が捉えられるようなものはまだ無いようです。 

3月には、福島県立博物館で開催された「震災遺産を考える」を見学する予定で募集告知

も打ちましたが、COVID-19 の影響をかんがみて中止としました。そして、ふくしまくらす

交流会の項でも述べましたが、今後は COVID-19の影響から、集客をしてのイベント開催は

再考しなければならないでしょう。 

 

 

勉強会には『JT NPO応援プロジェクト』『「一食(いちじき)福島復興・被災者支援」事

業』 の助成金を活用させていただきました。 
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5月 18日開催  チュルノブイリ甲状腺専門医講演会の風景 

 

【表 6】 勉強会 

  日にち 会場 内容 
参加人

数 
備考 

1 
平成 31年

4 月 21 日 

いわき芸術文化交流館アリオス 中

リハーサル室 

後藤忍准教授講演会 震災の記憶を未来

へ 記憶を記録とするために 
7 名 講師：後藤忍さん 

2 4 月 27 日 
アクティブシニアセンター  

アオウゼ 大活動室 1 

おしどりマコ・ケンと『放射能測定マップ+

読み解き集』を知ろう！in 福島市 
30 名 

講師：おしどりマコ・ケ

ンさん 

3 
令和元年 

5 月 18 日 
チェンバおおまち 会議室 

市民講座 チュルノブイリ甲状腺専門医講

演会 「25 万件の検診をしてきた医師の

話」in 福島 

61 名 

講師：アルトゥール医師 

    ウラジーミル医師 

   マキシム医師 

※NPO法人チェルノブイリ医療

支援ネットワークとの共催 

4 6 月 15 日 
チェンバおおまち 

多目的ホール 

市村高志さん講演会『復興 2019』 

-誰のための「復興」？- 
18 名 講師：市村高志さん 

5 
10 月 12

日 
サンライフ福島 大研修室 

市民講座 アンドレアス・シングラー氏講

演会 ドイツから学ぶ、再生可能エネルギ

ーの未来と課題 

16 名 
講師：アンドレアス・シ

ングラーさん 

6 12 月 8 日 
チェンバおおまち 

会議室 

2019 レクチャーシリーズ 清水奈名子准

教授『なぜ政府は被災者を積極的に守ら

ないのか』 

12 名 講師：清水奈名子さん 

7 
令和 2 年

1 月 11 日 

東電廃炉資料館 

コミュタン福島 

原発事故アーカイブ施設「東電廃炉資料

館・コミュタン福島」見学バスツアー 
21 名 講師：後藤忍さん 
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●福島県内の状況を伝える、研修・交流会 

福島県に関心を持つ首都圏在住者、また、首都圏への自主避難者を対象に、福島県を取り

巻く最新の状況や、放射能の測定データを伝える交流会を行いました。【表 7】 

イベントは昨年に引き続き、専修大学の長谷川宏教授に協力してもらい大学内の教室を

会場にしました。参加者は 48 名と、前回よりも 21 名ほど少ない結果となりましたが、

Facebookで行った告知に対して、「COVID-19の流行が始まるかもという時期なのだから、ネ

ットで中継してほしい」との要望があったことを踏まえると、参加者の減少については多少

なりとも COVID-19の影響があったかもしれません。 

二部構成のうち、前半では記録をテーマに島明美氏が伊達市に対して情報公開請求を行

ない、ガラスバッジ問題を調査していった経緯について語ってもらいました。また、後半は

シンポジウム形式で島明美氏や弊法人の佐原真紀を含めた 4 人の女性に登壇してもらった

のですが、それについて偏った人選では?という意見もありました。こういった場になると

40 代の子育て世代の女性ばかりの話になるので、その他の男性や広範な年代の話を聞いて

みたいというものだったのですが、これは主催者側からすると非常に難しい指摘だと感じ

ました。 

強制避難指示のあった地域の住民であれば、原発災害についての問題に男性が顔出しで

意見を述べることもあり、むしろメディアの取材を受けることは多い印象すらあります。し

かし、避難指示のなかった地域に居住する男性の多くは、各々の地域の経済活動という社会

に参加しています。その立場になると、「風評被害」という単語の問題ならば語り得ますが、

このイベントのようなテーマでは求められていることに対して、語ることがないと思われ

るからです。しかし、別のテーマ立てであれば、強制避難指示のなかった地域の男性 ＝ 地

域の経済に参加する人々について考えるということも福島県内の状況を伝えることになる

かもしれません。 

 

 

【表 7】 福島の現状を知り、語り、考える会 

  日にち 会場 内容 参加人数 備考 

1 
令和 2 年 

2 月 8 日 

専修大学 

7 号館 3 階 731 教室 
「未来へつなげるために 今できること」 48名 

講師：島明美さん 

      高橋千春さん 

   中村奈保子さん 
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福島の現状を知り、語り、考える会の会場風景 

 

「福島県内の状況を伝える、研修・交流会」は、『「一食(いちじき)福島復興・被災者支援」事業』

の助成金を活用させていただきました。 



 10 / 19 

 

●子ども向け放射線ワークショップ 

 平成 31 年・令和元年度は、子ども向け放射線ワークショップの開催にはいたりませ

んでした。事業計画には盛り込んだものの、前年度までの反響の無さを踏まえると根本

的な打開策が浮かばず、最終的に開催を見送ることとしました。 

 

 

●ホットスポットファインダー測定（空間線量マップ化）事業報告 

平成 31 年・令和元年度は、ホットスポットファインダー測定を 10 件行ないました。 

【表 8】【図 9】 

そのなかで、富岡町での新たな町おこしのために移住した方からの測定依頼がありま

した。空間放射線量については、そこで検出された数値と共存していくということを踏

まえた、福島第一原子力発電所から近い場所ならではの苦労があることが分かりました。 

また、二本松市の東和小学校の測定を、保護者の方々や二本松市放射線アドバイザー

チームの木村真三さんと一緒に行いました。東和小学校は以前にも測定はしていたそう

なのですが、今回のホットスポットファインダー測定で、定期的に空間放射線量を確認

する取り組みに協力できたことは良かったと思います。放射線量については、一部アス

ファルトの切れ目などに高い所があり、その表面を少し削ってみるとさらに線量が上昇

しました。放射性セシウムの汚染が土中に浸み込んでいるのが確認できたことが印象的

でした。 

食品・環境放射能測定の項で述べた「伊達市測定プロジェクト」ではホットスポット

ファインダー測定もあり、こちらも季節が冬となったため出足が低調であり、明けて春

先となっても COVID-19の影響から芳しくない進捗状況と言えます。 

 

 

 

【表 8】 ホットスポットファインダー依頼先分類 

分類 測定件数 

住民・保護者 4件 

支援団体 3件 

その他 3件 

合計 10件 
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【図 9】 ホットスポットファインダー測定場所 
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● みんなのデータサイト （市民放射能測定データサイト） 

https://minnanods.net/ 

参加測定室 全国 30 の放射能測定室 

食品・環境データ数 18,332件 (弊法人登録データ数 3,764件)  

令和 2年 3月 31日現在 

土壌データ数 3,443 件 (弊法人登録データ数 357件) 令和 2年 3月 31 日現在 

高濃度土壌データ数 107件 (弊法人登録データ数 0件) 令和 2年 3月 31日現在 

 

弊法人は、市民による放射能測定のデータの共有や連携を目指して立ち上げた『みんなの

データサイト」に、幹事団体の一つとして参加しています。 

平成 31 年・令和元年度は、前年度に発売した『「図説」17 都県 放射能測定マップ＋読

み解き集(以下、マップ集)』の読み説き会を全国で開催することを進めました。このマップ

集は、できるだけ平易で分かりやすい内容を目指して編集しましたが、ただでさえ特異なテ

ーマとなる放射能について、実際に読み解き方講座を行なわないと理解が深まらないだろ

うということが理由です。今年度はマップ集の持つ潜在的な力を宝の持ち腐れとしないた

めにも、この事業を精力的に進めました。ただし、ここでも COVID-19の影響は大きく、2月

以降に予定されていた読み説き会は軒並み中止、または延期となりました。 

もう一つの大きな事業としては、英語版のダイジェストマップ集の制作があります【図

10】。これは海外からの、第一原発が収束していないにも関わらず 2020東京オリンピック

開催に対しての疑念に応えるために企画されました。短期間に 200 ページもある日本語版

を全て英訳するのは不可能なので、土壌マップ部分に焦点を絞り、3.11前の 2010年土壌デ

ータ(国の公開データ)マップや、2020 年 7 月のオリンピック開催時に減衰補正した測定値

の土壌マップなどを追加して発行しました。表紙を除くと 16ページという、まさにダイジ

ェストという内容でしたが、海外に向けて発信するにあたっての基盤となるブックレット

ができたと思います。ただし、翻訳作業の難しさや大変さも分かったことで、続刊は未定と

なってしまいました。 

 また、発売が令和 2 年 4 月になったため、年度をまたいでの事業となったのがマップ集

の増補版制作です【図 11】。こちらは 32ページの追加を行ない、英語版にあった 2010年、

2020 年マップの追加や、小児甲状腺がんを最新の情報にアップデートしました。増補版の

発売で、旧版からの累計発行部数が 2万部を超えることになりました。 

そして、みんなのデータサイト全体の測定事業としては、「2019 全国たけのこ無料測定

キャンペーン」「「台風 19 号水害被災地 土壌放射能調査」を参加測定室で進めました。

ただ、これらは一般の市民にも検体を提供してもらうつもりで募集をしたのですが、その反
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応はいま一つという感じで、積極的に関りを持ってくれる市民が減少していると感じまし

た。 

 

 

【図 10】 英語版マップ集 『CITIZENS' RADIATION DATA MAP OF JAPAN』 

 

 

【図 11】『「図説」17都県放射能測定マップ＋読み解き集 増補版』 
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●子どもの自然体験と交流事業 

令和元年度も平成 28年度から継続し、山形県にある「大江町山里交流館やまさぁーべ」

の協力のもと、田植え・稲刈りと雪遊びなどの農業・自然体験を行ないました。【表 12】 

震災後、外遊びや農業体験をする機会が減った子どもたちに、田植え、稲刈りなどの米

作りの苦労を知ってもらうことで、食の大切さを感じてもらうことができる体験になり

ました。初夏の田植えキャンプでは、林の中の土中の生き物観察を行いました。子どもた

ちは、土の中の小さな生き物を真剣に探していました。秋の稲刈りについても今年で 4年

目なので、稲を刈ったり束ねたり、そして運んだりという一連の作業を段取り良く行うこ

とができるようになりました。 

また、稲作の農業体験以外にはブッシュクラフト※体験を行いました。仮テントを立て

たり、火をおこしたり、そして、飯ごう炊飯を行いました。ロープの結び方や、慣れない

薪での火おこしは大変苦労していたようですが、貴重な体験になったと思います。 

今年度は新たに雪遊びを企画していたのですが、今年は記録的に雪が少なく、残念なが

ら、初めに計画していたかまくら作りはできませんでした。その代わりとして、凍み餅作

りとピザ作りを行いました。ピザ作りでは、雪の中から山菜や野菜を収穫して、ワイワイ

言いながらの楽しいひと時となりました。 

 

※ ブッシュクラフトとは、森林等の自然環境の中における『生活の知恵』の総称とされ

ており、その行為や技術をそう呼ぶ.(Wikipediaより)。 

 

子どもの自然体験と交流事業には、「『５』のつく日。JCBで復興支援」の寄附金を活用さ

せていただきました。 

 

 

田植え風景              土中の生物観察 
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稲刈り風景           ブッシュクラフト体験 

 

   

凍み餅の前で                          ピザ作り 

 

 

【表 12】 子どもの自然体験・交流事業 

日にち 場所 
参加人数 

(ｽﾀｯﾌ含む) 
主な活動内容 

 6 月 1 日 

  ～ 2 日 
山形県大江町 24 名 田植え、土の中の生き物観察 

10 月 5 日 

  ～ 6 日 
山形県大江町 17 名 稲刈り、ブッシュクラフト 

2 月 1 日 

～ 2 日 
山形県大江町 19 名 凍み餅作り、ピザ作り 
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●冊子・通信発行 

◆「ふくしま 30年プロジェクト通信」 発行 1回 

(Vol.39 300部) 

 

  ◆記録誌発行事業 

   「山の端の向こうから What happened in Fukushima」 

      (1,000部) 

    

弊法人がこれまで継続してきた市民視点での放射能測定と、この活動に携わった関係者

や利用者の記憶・経験を記録に残すことで、市民による原発事故風化を防ぐための放射能測

定活動・証言記録誌を作成するということで制作しました【図 13】。 

記録誌を作成するにあたり、あらためて 8 年前の報道や自治体の広報資料などを確認し

ました。それは、今回複数の方々にインタビューをするための下調べや執筆にあたって必要

な資料を揃えるためだったのですが、私たちが放射能測定活動を開始するきっかけ、いわゆ

る初心の再確認にもなりました。 

インタビューを受けてくれた 7名の方々(農家、避難者、支援者など) の話も非常に中身

が濃い内容で、東電福島第一原発事故がそれぞれの人生に与えた衝撃の大きさを感じるこ

とができました。また農家の方は、日ごろの農業の記録と合わせてふくしま 30年プロジェ

クトの行った放射能測定の記録も保管していて、その点で私たちの活動との接点が大きか

ったことが分かりました。 

とは言っても、私たちの団体が記録の残せる範囲は大勢の中の一部にしか過ぎません。し

かし、それら市井の人々の記憶を記録することの大事さを、今回の記録誌作成のプロセスの

なかで感じることができました。 

 

記録誌作成及び発送には『「しんきんの絆」復興応援プロジェクト』 『「一食(いちじき)

福島復興・被災者支援」事業』の助成金を活用させていただきました。 
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【図 13】 「山の端の向こうから What happened in Fukushima」 
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●講演等 

令和元年 

5月 15日(水)   「放射能測定マップを読み解く」をテーマに、第 19回子ども脱被ばく

裁判の学習会として開催 主催：「子ども脱被ばく裁判」の会  (清水) 

7月 14日(日)  「マップ集読み解き講座」 主催：山形生活クラブ協同組合 (清水) 

 

 

●書籍・物品販売・測定器レンタル事業 

書籍販売売上 100,279円、物品販売売上 80,700円、賃貸収入 25,000円 

測定器レンタル利用者数 のべ 4人 

 

 

●会員数 

令和元年度末の時点で正会員は 13名と前年度から変化はありません。また、賛助会員に

ついては 82名となり、80名から 2名の増加となっています【表 14・同グラフ】。   

賛助会員についての増加は、若干数ではありますが平成 27年度以来のことです。新規の

会員となった方々が引き続き応援を継続していただけるよう、団体としての魅力をどうや

って表現していくか。年度末にかけての COVID-19の影響は、私たちにとって新たな第一原

発事故のようであり、再び世界が変わる瞬間に立ち会っていると思われます。このような時

代に、会員の方々にどのような姿勢を見せなければいけないか？次年度は、団体としても 10

年目を迎えるところで、節目の年となるかもしれません。  

 

【表 14】 会員数推移 

年度 
正会員 

 (人・団体) 

賛助会員 

(人・団体) 

平成 25 年度 16 58 

平成 26 年度 16 116 

平成 27 年度 15 138 

平成 28 年度 15 104 

平成 29 年度 15 92 

平成 30 年度 13 80 

平成 31年・ 

令和元年度 
13 82 
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【同グラフ】 会員数推移 

 

 

 

●寄附 

認定 NPO法人の認定基準のうち「絶対値基準」の要件をクリアするため、新たに「絶対

値基準」を満たす 3千円超の金額を継続的に寄附するサポーター枠を新設することとしま

したが、サイトにページを作成する作業が滞っています。それにともない、告知展開もで

きませんでした。 

前回の総会でサポーター枠の新設を決めながら実際には展開できなかったのですが、テ

ストタイプとして 12月に 1ヶ月間の寄附キャンペーンを行ない、のべ 23人の方々から計

298,979円の寄附をいただくことができました。これはキャンペーンという特別の期間を

設けたかたちなので、毎月支援するサポーター枠とは直接の比較はできなませんが、アク

ションを起こすことによって反応があることだけは確認できました。 

次年度に持ち越すことになりましたが、サポーター枠の整備を進め、「絶対値基準」の

要件をクリアできる体制を目指します。 

16 16 15 15 15 13 13

58

116

138

104

92

80 82

平
成
2
5
年
度

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成
2
8
年
度

平
成
2
9
年
度

平
成
3
0
年
度

平
成
3
1
年
・

令
和
元
年
度

人

正会員

(人・団体)

賛助会員

(人・団体)


